
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

１２月１４日（木），昭和４１年度卒業生の方々が来校され，古希同窓会費
の一部を寄付としていただきました。子どもたちの教育活動のために有効に
活用させていただきます。皆様のご厚意に心より感謝申し上げます。 

１日（月）元日  
３日（水）枕崎市成人式  
８日（月）成人の日  
９日（火）始業式（給食開始）  
１０日（水）校内いじめ予防週間（～18日）  
１２日（金）教育相談週間（～27日）  
１３日（土）土曜授業日 ロングスキルタイム  
１４日（日）家庭の日  
１６日（火）鹿児島学習定着度調査（５年）  
１７日（水）鹿児島学習定着度調査（５年）  
１８日（木）授業参観 学級ＰＴＡ 市民あいさつ運動  
２０日（土）青少年育成の日  
２１日（日）ＰＴＡ空き瓶回収  
２２日（月）子ども読書の日  
２４日（水）給食感謝会  
２６日（金）高齢者とのふれあい（１年）  

中学校入学説明会（６年 別府中） 
２９日（月）読み聞かせ（のはら’ｓ） 
３０日（火）市学校音楽祭（４年生）  
３１日（水）スクールカウンセラー来校 

【校訓】 

大きな夢を 

(その実現に向けて) 

明るく 正しく たくましく  枕崎市立別府小学校 ＴＥＬ76－3452 

 
令和５年１２月１５日 

校  長  

 

 

１月の主な行事予定 

２学期最後の行事「校内持久走大会」では,子どもたちに熱いご声援と「パワー」を送って
いただき,誠にありがとうございました。 
大会では，一人一人が「自分史上最高の走り」を目指し，苦しくてもあきらめず走り抜く姿
に，とても感動しました。思い通りの走りができた子，できなかった子，様々だったと思います
が，参加した全員が，最後まで粘り強く走り切ったことを，大いに認め讃えたいです。 
また，持久走大会に向けて，毎朝，校庭を走る子どもたちの姿がたくさん見られました。一
番大切にしたいことは,「本番に至るまでに，どれだけ地道に練習を重ねてきたか」です。今
後も様々な行事において，明確な目標を持たせ，そこに至る「過程（練習や努力）」を大切に
取り組ませることで，子どもたちの確かな成長につなげていきたいです。 

「自分史上最高の走り」を見せてくれました！持久走大会！ 

【令和５年度 別府小学校持久走大会】 
１年 女子１位             男子１位  
２年 女子１位             男子１位  
３年 女子１位             男子１位  
４年 女子１位             男子１位  
５年 女子１位             男子１位  
６年 女子１位             男子１位   
【読売新聞社第７３回全国作文コンクール】 
【佳作】 
２年           ６年   
【第５７回枕崎市総合文化祭 硬筆の部】 
【金賞】 
 １年           ３年 
 ５年  
【銀賞】 
 １年           ２年  
 ２年           ３年  
４年           ４年  
６年    
第３４回MOA美術館児童作品展 
【書写の部 入選】 
 ２年  
  
 

本校教諭が県優秀教職員表彰受賞！ 

１２月２２日（金）をもって２学期の教育活動を終了します。運動会，陸上記録会， 
県民週間，学習成果発表会，校内持久走大会など大きな行事が続きましたが，ど 
れも多くの成果をもって終えることができました。一人一人が満足感や達成感を味 
わい，笑顔でゴールすることができそうです。 

 
さて，１２月１０日の「人権デー」に関連し，校内人権週間を実施しました。人権標 
語作成，人権の花運動閉会式，なかよし集会等を行い，人権への理解を深めました。 
特に，なかよし集会は，お互いが「ふわふわ言葉」をかけ合いながら楽しく活動していました。別
府っ子の優しさと仲の良さを改めて実感し，とても温かい気持ちになりました｡一方で，時々，子
ども同士の会話を聞いていると，「少し言葉がきつくないかな。」と感じることもあります。幼いと
きから仲良しのため，「これぐらいは言っても大丈夫。」という思いがあるのかもしれません。しか
し，言葉の遣い方一つで，相手の人権を傷付ける場合があることも意識しなければなりません。 
そこで，全校朝会で，「人権」と「ある言葉」について話をしました。 
「人権」とは，「誰もが生まれたときから持っている『自分らしく生きていいんだよ』という権利」
だということ，そして，互いの人権を尊重するために，覚えて欲しい言葉を子どもたちに伝えまし
た。それは，「恕(じょ）」です。中国の思想家「孔子」が説いた言葉です。孔子の教えは，弟子に
よって「論語」にまとめられ，聖徳太子や渋沢栄一など多くの偉人に影響を与えています。「恕」
とは，どんな意味を持つ言葉なのでしょう。 
あるとき，孔子に弟子が質問しました。「一生守るべき価値のある言葉は何ですか？」孔子は
答えました。「それは・・・「恕（じょ）」だろう。自分がされたくないことは，人にしてはならない，そ
れが『恕（じょ）』だ。」人生において大切にすべき言葉がたくさんある中で，孔子が，「これこそ
が，一生守っていくべき価値のある言葉」と選んだのが，「恕（じょ）」なのです。「恕＝自分がさ
れたくないことは，人にしてはならない」とは，つまり，「思いやりの心をもって，周りの人と接す
る。」ことだと思います。 
この「恕」は，大変お世話になった方から教えていただいた言葉で，私自身，「恕」を心がけて
過ごすように努めています。先日，ロサンゼルス・ドジャースへの入団が決まった大谷翔平選手の
振る舞いには，まさに「恕」を感じます。思いやりあふれる人柄だからこそ，多くの人から尊敬を集
めているのでしょう。学校生活においても，一人一人が「恕」の心で行動できれば，今まで以上
に絆が深まり，更にお互いを尊重し合える関係になっていきます。今後も，「恕」の心を大切にし
ながら，互いの人権を大切にできる別府小学校にしていきたいです。 

 
さあ，いよいよ冬休みです。健康・安全に十分気を付け，年末年始の行事等を通して家族の絆
を深めるとともに，充実した冬休みになることを願っています。そして，１月９日の始業式で，笑顔
いっぱいの別府っ子と会えることを楽しみにしています。最後になりましたが，保護者・地域の皆
様には，この１年も多くのご支援・ご協力をいただき，誠にありがとうございました。202３年が皆
様にとりまして，希望に満ち，健康で幸多い年になりますことを心よりお祈り申し上げます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

頑張っています別府キッズ！ 
 

昭和４１年度卒業生一同様から寄付をいただきました 

本校の        教諭が，令和５年度県優秀教職員表彰を
受賞しました。ICTにおける優れた研究・実践や，学力向上へ
の貢献等に対し高い評価を得ての今回の受賞です。１２月８日
（金）には，枕崎市 市長に受賞報告も行いました。令和３年度
受賞の      教諭に続き，今回の受賞も大変な栄誉です。こ
れを励みに，今後も別府っ子の「未来予想図実現」のために，
職員一丸となって教育活動に取り組んでまいります。 

予定から期日を
変更しました。ご
了承ください。u 

 

大会当日の順
位です。インフ
ルエンザで不
参加の子が多
い学年もあり
ました。練習
でのタイムを
含めて全員に
記録証があり
ます。 


